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路線名 

 系統  

運行日 

系統 
キロ数 

日平均運行 
回数(往復) 国庫補

助路線 
運行 
事業者 

起点 経過地 終点 (㎞) (回/日) 

有 福 線 
地 域 間 幹 線 
系 統 補 助 

周布 
有福温泉・ 

済生会病院 
江津駅前 毎日 42.0 6.0 ○ 

石見 

交通㈱ 

江 津 市 内 線 

江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 
日祝 
運休 

2.5 2.0 - 〃 

済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 〃 3.6 2.0 - 〃 

周 布 江 津 線 周布 
西波子・ 

済生会病院 
温泉津温泉口 毎日 50.5 1.0  〃 

周 布 江 津 線 

地 域 間 幹 線 
系 統 補 助 

周布 
西波子・ 

済生会病院 
江津駅前 〃 31.2 9.0 

○ 

〃 

周布 
西波子・ 

沖田クリニック 
江津駅前 〃 32.6 2.1 〃 

周布 
はまだお魚市場・ 

済生会病院 
江津駅前 〃 31.6 2.9 〃 

周布 

はまだお魚市場・ 

沖田クリニック・ 
済生会病院 

江津駅前 〃 33.0 1.9 〃 

江 津 川 本 線 

地 域 間 幹 線 
系 統 補 助 

済生会病院 江津駅・川戸 石見川本 毎日 40.7 4.9 

○ 

〃 

江津高校前 
済生会･江津駅 

川戸 
石見川本 〃 45.7 1.0 〃 

波 積 線 

済生会病院 波積 大家 毎日 23.6 0.8 - 〃 

済生会病院 波積 大家回転場 〃 23.0 2.8 - 〃 

済生会病院 浅利駅口 波積 〃 13.2 2.0 - 〃 

大 田 江 津 線 
大田市立 
病院前 

宅野口 道の駅サンピコ 毎日 38.0 0.5  〃 

大 田 江 津 線 

地 域 間 幹 線 
系 統 補 助 

大田市立 
病院前 

仁万駅前 済生会病院 毎日 48.1 4.0 ○ 〃 

大 田 江 津 線 

大田市立 
病院前 

大田西中 道の駅サンピコ 毎日 39.1 1.1  〃 

大田ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 大田西中 道の駅サンピコ 〃 36.0 0.5  〃 

仁万駅前 大田西中 道の駅サンピコ 〃 19.9 0.5 - 〃 

高 速 バ ス 
浜 田 道 
エ ク ス プ レ ス 

江津駅 浜田駅 大阪駅 毎日 - 1.0 - 
中国 JR 

バス㈱ 

 

『江津市地域公共交通計画』 新旧対照表 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

P26 3-1-1 路線バス 

（１）4 条（一般乗合旅

客自動車運送事業）バス

路線 

 

○「有福線」が 79 条運行の

「江津有福線」となったた

め、本文から「有福線」を

削除 

 

○高速路線バスの説明に文

言を追加 

 

▶市内の 4 条バス路線としては、石見交通が運行する路線が 6

路線あり、江津市～浜田市間を運行しているのが有福線と

周布江津線、江津市～川本町間を運行しているのが江津

川本線、江津市～大田市間を運行しているのが波積線と大

田江津線、江津市内を運行しているのが江津市内線であ

る。 

▶上記以外には、高速路線バスが運行している。 

▶市内の４条バス路線としては、石見交通が運行する路線が

５路線あり、江津市～浜田市間を運行しているのが周布江

津線、江津市～川本町間を運行しているのが江津川本線、

江津市～大田市間を運行しているのが波積線と大田江津

線、江津市内を運行しているのが江津市内線である。 

▶上記以外には、中国 JR バスが運行する高速路線バスがあ

る。 

P26 3-1-1 路線バス 

（１）4 条（一般乗合旅

客自動車運送事業）バス

路線 

 

○「有福線」が 79 条運行の

「江津有福線」となったた

め、表 10 から「有福線」を

削除 

 

○国庫補助系統の路線で

あることをわかりやすくする

ため国庫補助路線の欄に

補助内容を記述 

◆表 10 江津市内の 4 条バス路線と系統 

 

 

◆表 10 江津市内の 4 条バス路線と系統 

 
路線名 

 系統  

運行日 

系統 
キロ数 

日平均運行 
回数(往復) 国庫補助

路線 
運行 
事業者 

起点 経過地 終点 (㎞) (回/日) 

江津市内線 

江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 
日祝 
運休 

2.5 2.0 - 
石見 

交通㈱ 

済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 〃 3.6 2.0 - 〃 

周布江津線 

周布 
西波子・ 

済生会病院 
温泉津温泉口 毎日 50.5 1.0 - 〃 

周布 
西波子・ 

済生会病院 
江津駅前 〃 31.2 9.0 

地域間 
幹線系統 

補助 

〃 

周布 
西波子・ 

沖田クリニック 
江津駅前 〃 32.6 2.1 〃 

周布 
はまだお魚市場・ 
済生会病院 

江津駅前 〃 31.6 2.9 〃 

周布 
はまだお魚市場・ 
沖田クリニック・ 

済生会病院 

江津駅前 〃 33.0 1.9 〃 

江津川本線  

済生会病院 江津駅・川戸 石見川本 毎日 40.7 4.9 地域間 

幹線系統 
補助 

〃 

江津高校前 
済生会･江津駅 

川戸 
石見川本 〃 45.7 1.0 〃 

波 積 線 

済生会病院 波積 大家 毎日 23.6 0.8 - 〃 

済生会病院 波積 大家回転場 〃 23.0 2.8 - 〃 

済生会病院 浅利駅口 波積 〃 13.2 2.0 - 〃 

大田江津線 

大田市立 
病院前 

宅野口 道の駅サンピコ 毎日 38.0 0.5 - 〃 

大田市立 
病院前 

仁万駅前 済生会病院 毎日 48.1 4.0 
地域間 

幹線系統 

補助 

〃 

大田市立 
病院前 

大田西中 道の駅サンピコ 毎日 39.1 1.1 - 〃 

大田ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 大田西中 道の駅サンピコ 〃 36.0 0.5 - 〃 

仁万駅前 大田西中 道の駅サンピコ 〃 19.9 0.5 - 〃 

高 速 バ ス 

浜 田 道 
エクスプレス 

江津駅 浜田駅 大阪駅 毎日 - 1.0 - 
中国 JR 
バス㈱ 
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日本海日本海

JR
山
陰
本
線

波
子

大
家

有
福
温
泉

波
積
診
療
所
前

波
積

大
家
回
転
場

都野津駅前

道の駅サンピコ

大橋東詰

嘉戸塩田口

東黒松

江津高校前

目田

江
津
駅
前

下
の
原

跡
市

大
貫
橋 鹿

賀

川
平

川
平
口

ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津
前

済生会病院

川戸

川越

至
川
本
町

至
浜
田
市

至
浜
田
市

至大田市

大田江津線
大田市立病院前 ・ 大田バスセンター ・ 仁万駅前～道の駅サンピコ

波積線
済生会病院～大家

済生会病院～大家回転場

済生会病院～波積

大田江津線
大田市立病院前～済生会病院

【補助対象幹線系統】

周布江津線
周布～温泉津温泉口

周布江津線
周布～江津駅前

【補助対象幹線系統】

有福線
周布～江津駅前

【補助対象幹線系統】

江津川本線
済生会病院～石見川本

江津高校前～石見川本

【補助対象幹線系統】

日本海

波
子
駅

敬
川
駅

都
野
津
駅

浅
利
駅

黒
松
駅

江津駅江津駅

JR
山
陰
本
線

波
子

大
家

波
積
診
療
所
前

波
積

大
家
回
転
場

道の駅サンピコ

大橋東詰

嘉戸塩田口

東黒松

江津高校前

江
津
駅
前

下
の
原

大
貫
橋 鹿

賀

川
平

川
平
口

ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津
前

済生会病院

川戸

川越

都
野
津
駅
前

都
野
津
駅
前

至
川
本
町

至
浜
田
市

至大田市

大田江津線
大田市立病院前 ・ 大田バスセンター ・ 仁万駅前～道の駅サンピコ

波積線
済生会病院～大家

済生会病院～大家回転場

済生会病院～波積

大田江津線
大田市立病院前～済生会病院

【地域間幹線系統補助】

周布江津線
周布～温泉津温泉口

江津市内線
済生会病院～嘉戸塩田口

周布江津線
周布～江津駅前

【地域間幹線系統補助】

江津川本線
済生会病院～石見川本

江津高校前～石見川本

【地域間幹線系統補助】

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

P27 3-1-1 路線バス 

（１）4 条（一般乗合旅

客自動車運送事業）バス

路線 

○「有福線」が 79 条運行の

「江津有福線」となったた

め、図 26 から「有福線」を

削除 

 

◆図 26 4 条バス路線の状況 ◆図 26 4 条バス路線の状況 

 

P28 （２）79条（自家用有償

旅客運送）バス路線 

○「有福線」が 79 条運行の

「江津有福線」となったた

め、本文に「江津有福線」

の文言を追加 

 

▶市内の 79 条路線としては、桜江地域を中心に 15 路線あ

る。 

▶桜江地域内の定時定路線としては市山線、鹿賀線、三田

地線、今田線、長戸路線、谷線、下野原線、江尾線、長谷

線の 9 路線あり、各路線とも週 2～4 日の運行となっている。

また、長谷里山づくり協議会が運行主体となって、デマンド型

の運行で相乗りタクシーを運行している。 

▶江津南地域では、跡市～井沢間を生活交通代替バス井沢

跡市線が月～土曜日に定時定路線で運行しているほか、デ

マンド型の曜日運行路線とし有福千田線がある。 

▶松平地域では、川平～ゆめタウン江津間を江津川平線が

火・水・金の週 3 日間、定時定路線で運行しているほか、デ

マンド型の曜日運行路線として川平線、松川波積線の２路

線がある。 

▶市内の 79 条路線は 16 路線ある。桜江地域内の定時定路

線としては市山線、鹿賀線、三田地線、今田線、長戸路

線、谷線、下野原線、江尾線、長谷線の 9 路線あり、各路

線とも週 2～4 日の運行となっている。また、長谷里山づくり協

議会が運行主体となって、デマンド型の運行で相乗りタクシー

を運行している。 

▶江津南地域では、有福温泉～江津駅前間を江津有福線、

跡市～井沢間を生活交通代替バスが定時定路線で運行し

ているほか、デマンド型の曜日運行路線とし有福千田線があ

る。 

▶松平地域では、川平～ゆめタウン江津間を江津川平線が

火・水・金の週 3 日間、定時定路線で運行しているほか、デ

マンド型の曜日運行路線として川平線、松川波積線の２路

線がある。 
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路線名 
  

 系統    運行日 
  

系統 
キロ数 

1 日平均 
運行回数 

(往復) 
国庫補 
助路線 

運行事業者 
  

起点 経過地 終点 (㎞) (回/日) 

生 活 路 線 

代 替 バ ス 
井沢峠 清見 跡市 日祝運休 7.9 2.0   

㈲後山 

工務店 

江 津 川 平 線 
地域内フィーダー 
系 統 補 助 

川平 千金 ゆめタウン江津前 
火・水・金 

運行 
10.9 2.0  ○ 

㈲浅利 

タクシー 

松 川 波 積 線 
地域内フィーダー 

系 統 補 助 

川平 - 波積診療所前 
月・木運行 
※デマンド型 

12.1 4.0  ○ 
㈲浅利 
タクシー 

川 平 線 
地域内フィーダー 

系 統 補 助 

川平口 - 後谷 
火・金運行 
※デマンド型 

7.3 2.0  ○ 
㈲浅利 
タクシー 

有 福 千 田 線 

地域内フィーダー 
系 統 補 助 

跡市バス停留所 - 福田 
火・木運行 
※デマンド型 

10.2 1.0  ○ 
㈲後山 
工務店 

三 田 地 線 川戸 清光苑入口 三田地上 月・木運行 3.0 1.0   K-サポート㈱ 

今 田 線 川戸 今田集会所前 應儀医院前 月・木運行 5.6 1.0   K-サポート㈱ 

長 戸 路 線 桜江総合センター 見水山八幡宮前 長戸路集会所前 火・金運行 7.9 1.0   K-サポート㈱ 

谷 線 桜江総合センター 下谷 上谷 火・金運行 4.9 1.0   K-サポート㈱ 

下 の 原 線 下の原 見水山八幡宮前 桜江総合センター 火・金運行 2.4 1.0   K-サポート㈱ 

江 尾 線 日和川橋 市山 川戸 
水・土日祝

運休 
4.0 1.5   K-サポート㈱ 

鹿 賀 線 
地域内フィーダー 
系 統 補 助 

桜江総合センター 田津 鹿賀団地 月・木運行 14.6 2.0  ○ K-サポート㈱ 

市 山 線 川戸 小田 應儀医院前 
水・土日祝 

運休 
3.3 

月・木/2.0 

火・金 3.0   
 K-サポート㈱ 

長 谷 線 風の館前 市山 川戸 日祝運休 12.0 2.0   森下建設㈱ 

長 谷 地 域 

相 乗 り 
タ ク シ ー 

長谷地域 - 川戸 
火・木運行 
※デマンド型 

 - 1.0   K-サポート㈱ 

 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

P28 （２）79条（自家用有償

旅客運送）バス路線 

○「有福線」が 79 条運行の

「江津有福線」と「浜田路

線（有福線）」となったた

め、表 11 に「江津有福

線」「浜田路線（有福

線）」を追加 

 

○「有福・千田線」が国庫補

助路線を外れたため、国

庫補助路線の記述を削

除 

 

○国庫補助系統の路線で

あることをわかりやすくする

ため国庫補助路線の欄に

補助内容を記述 

◆表 11 江津市内の 79 条バス路線 

 

◆表 11 江津市内の 79 条バス路線 

 

 

P29 （２）79条（自家用有償

旅客運送）バス路線 

○「有福線」が 79 条運行の

「江津有福線」と「浜田路

線（有福線）」となったた

め、図 27 に「江津有福

線」「浜田路線（有福

線）」を追加 

◆図 27 79 条バス路線の状況 

 

◆図 27 79 条バス路線の状況 

 

路線名 

 系統    
運行日 

系統 

キロ数 

1 日平均 
運行回数 
(往復) 

国庫補 
助路線 

運行 
事業者  

起点 経過地 終点 (㎞) (回/日) 

江津有福線 有福温泉 都野津駅前 江津駅前 
毎日 

（祝日運休） 
 

平日 6.0 

土日 3.0 

地域内 
フィーダー 
系統補助 

K-サポート㈱ 

生 活 路 線 
代 替 バ ス 

井沢峠 清見 跡市 
月～土 

（祝日運休） 
7.9 2.0  - ㈲後山工務店 

江津川平線 川平 千金 ゆめタウン江津前 火・水・金 10.9 2.0  

地域内 

フィーダー 
系統補助 

㈲浅利タクシー 

松川波積線 川平 - 波積診療所前 
月・木 

※デマンド型 
12.1 4.0  

地域内 
フィーダー 

系統補助 

㈲浅利タクシー 

川 平 線 川平口 - 後谷 
火・金 

※デマンド型 
7.3 2.0  

地域内 

フィーダー 
系統補助 

㈲浅利タクシー 

有福・千田線 跡市バス停留所 - 福田 
火・木 

※デマンド型 
10.2 1.0  - ㈲後山工務店 

三 田 地 線 川戸 清光苑入口 三田地上 月・木 3.0 1.0  - K-サポート㈱ 

今 田 線 川戸 今田集会所前 應儀医院前 月・木 5.6 1.0  - K-サポート㈱ 

長 戸 路 線 桜江総合センター 見水山八幡宮前 長戸路集会所前 火・金 7.9 1.0  - K-サポート㈱ 

谷 線 桜江総合センター 下谷 上谷 火・金 4.9 1.0  - K-サポート㈱ 

下 の 原 線 下の原 見水山八幡宮前 桜江総合センター 火・金 2.4 1.0  - K-サポート㈱ 

江 尾 線 日和川橋 市山 川戸 
月・火・木・

金 
4.0 1.5  - K-サポート㈱ 

鹿 賀 線 桜江総合センター 田津 鹿賀団地 月・木 14.6 2.0  
地域内 
フィーダー 

系統補助 

K-サポート㈱ 

市 山 線 川戸 小田 應儀医院前 
月・火・木・

金 
3.3 

月・木/2.0 
火・金 3.0   

- K-サポート㈱ 

長 谷 線 風の館前 市山 川戸 月～土 12.0 2.0  - 森下建設㈱ 

長 谷 地 域 
相 乗 り 
タ ク シ ー 

長谷地域 - 川戸 
火・木 

※デマンド型 
 - 1.0  - K-サポート㈱ 

         

浜 田 路 線 
（有福線） 

はまだお魚 
市場入口 

卸団地前 有福温泉 

毎日 

（一部土日祝
日運休） 

20.0 
平日 5.0 
土日 3.0 

- ㈱From ハート 
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学校名 
スクール 
バスの 
有無 

系統 重複バス路線 路線バスによる通学可能性 

◆中学校 

江津中学校 ○ 江津中学校～長良ポンプ場 江津川本線 △ 上河戸集会所等に入り込めない 

江東中学校 × スクールバスなし - - - 

青陵中学校 ○ 青陵中学校～跡市～波子 有福線 △ 
バス停～中学校間で徒歩が発生 
波子まで入り込めない 

桜江中学校 
○ 桜江中学校～風の館 長谷線 ○ 長谷線がスクールバスとして機能 

  江津川本線 ○ 川越の生徒が江津川本線を利用 

◆小学校 

高角小学校 × スクールバスなし - - - 

郷田小学校 ○ 郷田小学校～正福寺 江津川本線 × 
江津駅～小学校間で徒歩が発生 
正福寺等に入り込めない 

川波小学校 ○ 川波小学校～東光寺 - - - 

津宮小学校 ○ 津宮小学校～西跡市 有福線 △ バス停～小学校間で徒歩が発生 

江津東小学校 ○ 

①江津東小学校～黒松方面 大田江津線 × ダイヤが通学に合わない 

②江津東小学校～波積方面 波積線 × ダイヤが通学に合わない 

③江津東小学校～浅利方面 大田江津線 × ダイヤが通学に合わない 

渡津小学校 × スクールバスなし - - - 

桜江小学校 ○ 

①桜江小学校～谷住郷方面 谷線 × 曜日運行のため不可 

②桜江小学校～後山方面 江津川本線 △ 
川戸～小学校間で徒歩が発生 

帰宅時間のダイヤが合わない 

③桜江小学校～田津方面 江津川本線 △ 
川戸～小学校間で徒歩が発生 

帰宅時間のダイヤが合わない 

④桜江小学校～鹿賀・坂本方面 
江津川本線 

鹿賀線 
△ 

川戸～小学校間で徒歩が発生 
帰宅時間のダイヤが合わない 

鹿賀線は曜日運行のため不可 

⑤桜江小学校～市山・江尾・今田方面 
市山線・今田線 

江尾線 
× 曜日運行のため不可 

⑦桜江小学校～勝地・八戸方面 長谷線 × 勝地方面のフォローができない 

 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

Ｐ33 3-1-5 スクールバス ○重複バス路線名の項目で

「有福線」の表記を「江津

有福線」に修正 

◆表 14 路線バスによる通学の可能性 

 

◆表 14 路線バスによる通学の可能性 

 

Ｐ35 （1）年間輸送人員の推

移 

○「有福線」が廃止となった

ため、「（Ｒ６年 3 月末

廃止）」の文言を挿入 

▶江津市内を運行する石見交通路線は、周布江津線、有福

線、大田江津線の利用者増に加え、JR 三江線廃線に伴い

平成 30 年 4 月から江津川本線が新設されたことによって令

和元年度に大幅に増加したが、その後横ばいで推移し、令和

3 年度以降は減少傾向で推移した。 

▶これは、コロナ禍において江津川本線の利用者が減少したこと

や周布江津線の減便による利用者減が影響していると考えら

れる。 

▶江津市内を運行する石見交通路線は、周布江津線、有福

線（R６年３月末廃止）、大田江津線の利用者増に加

え、JR 三江線廃線に伴い平成 30 年 4 月から江津川本線

が新設されたことによって令和元年度に大幅に増加したが、そ

の後横ばいで推移し、令和 3 年度以降は減少傾向で推移し

た。 

▶これは、コロナ禍において江津川本線の利用者が減少したこと

や周布江津線の減便による利用者減が影響していると考えら

れる。 

学校名 
スクール 
バスの 
有無 

系統 重複バス路線 路線バスによる通学可能性 

◆中学校 

江津中学校 ○ 江津中学校～長良ポンプ場 江津川本線 △ 上河戸集会所等に入り込めない 

江東中学校 × スクールバスなし - - - 

青陵中学校 ○ 青陵中学校～跡市～波子 江津有福線 △ 
バス停～中学校間で徒歩が発生 
波子まで入り込めない 

桜江中学校 
○ 桜江中学校～風の館 長谷線 ○ 長谷線がスクールバスとして機能 

  江津川本線 ○ 川越の生徒が江津川本線を利用 

◆小学校 

高角小学校 × スクールバスなし - - - 

郷田小学校 ○ 郷田小学校～正福寺 江津川本線 × 
江津駅～小学校間で徒歩が発生 
正福寺等に入り込めない 

川波小学校 ○ 川波小学校～東光寺 - - - 

津宮小学校 ○ 津宮小学校～西跡市 江津有福線 △ バス停～小学校間で徒歩が発生 

江津東小学校 ○ 

①江津東小学校～黒松方面 大田江津線 × ダイヤが通学に合わない 

②江津東小学校～波積方面 波積線 × ダイヤが通学に合わない 

③江津東小学校～浅利方面 大田江津線 × ダイヤが通学に合わない 

渡津小学校 × スクールバスなし - - - 

桜江小学校 ○ 

①桜江小学校～谷住郷方面 谷線 × 曜日運行のため不可 

②桜江小学校～後山方面 江津川本線 △ 
川戸～小学校間で徒歩が発生 

帰宅時間のダイヤが合わない 

③桜江小学校～田津方面 江津川本線 △ 
川戸～小学校間で徒歩が発生 

帰宅時間のダイヤが合わない 

④桜江小学校～鹿賀・坂本方面 
江津川本線 

鹿賀線 
△ 

川戸～小学校間で徒歩が発生 
帰宅時間のダイヤが合わない 

鹿賀線は曜日運行のため不可 

⑤桜江小学校～市山・江尾・今田方面 
市山線・今田線 

江尾線 
× 曜日運行のため不可 

⑦桜江小学校～勝地・八戸方面 長谷線 × 勝地方面のフォローができない 
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定路線 デマンド

桜江地域 日浦線 ○ → → 廃止 -

坂本線 ○ → → 廃止 -

市山線 ○ → → → → → → → 月・火・木・金

三田地線 ○ → → → → → → → 月・木

今田線 ○ → → → → → → → 月・木

長戸路線 ○ → → → → → → → 火・金

谷線 ○ → → → → → → → 火・金

鹿賀線 ○ 新設 → → → → 月・木

下の原線 ○ 新設 → → → → 火・金

江尾線 ○ 新設 → → → 月・火・木・金

桜江中スクールバス ○ 廃止 -

長谷線 ○ 新設 → → → 月～土

長谷地域相乗りタクシー ○ 新設 → → → 火・木

スクールバス田津線 ○ 新設 → 廃止 -

江津川平線 ○ 新設 → → → → 火・水・金

川戸線 ○ → → 廃止 -

生活路線代替バス ○ → → → → → → → 月～土

川平線 ○ → → → → → → → 火・金

松川波積線 ○ → → → → → → → 月・木

有福千田線 ○ → → → → → → → 火・木

R1年度 R2年度 R3年度 運行日

江津南・

松平地域

地域 路線名
種別

H28年度 H29年度 H30年度 R4年度
 

      三江線廃止 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

Ｐ35 （2）路線別年間輸送人

員の推移 

○「有福線」が廃止となった

ため、「（Ｒ６年 3 月末

廃止）」の文言を挿入 

▶6 路線では周布江津線の年間輸送人員が最も多く、江津市

内線が最も少ない。 

▶周布江津線は平成 30 年度以降減少傾向で推移してきた

が、令和 3 年度以降は減便の影響でさらに減少した。 

▶三江線廃止に伴い川戸線が廃止され、新たに江津川本線が

新設された。江津川本線は島根中央高校への通学利用が

あるため、川戸線と比較して利用者数が大幅に伸びたが、令

和 3 年度以降は減少傾向にある。 

▶有福線は増減を繰り返しているが、令和 3 年度以降は 2 年

度より増加している。 

▶大田江津線は令和元年までは増加傾向で推移し、令和 3

年度にはやや減少したが令和 4 年度には再び増加した。 

▶波積線と江津市内線はほぼ横ばいで推移しており、数は少な

いが一定の利用が安定的にあると考えられる。 

▶6 路線では周布江津線の年間輸送人員が最も多く、江津市

内線が最も少ない。 

▶周布江津線は平成 30 年度以降減少傾向で推移してきた

が、令和 3 年度以降は減便の影響でさらに減少した。 

▶三江線廃止に伴い川戸線が廃止され、新たに江津川本線が

新設された。江津川本線は島根中央高校への通学利用が

あるため、川戸線と比較して利用者数が大幅に伸びたが、令

和 3 年度以降は減少傾向にある。 

▶有福線（R６年３月末廃止）は増減を繰り返しているが、

令和 3 年度以降は 2 年度より増加している。 

▶大田江津線は令和元年までは増加傾向で推移し、令和 3

年度にはやや減少したが令和 4 年度には再び増加した。 

▶波積線と江津市内線はほぼ横ばいで推移しており、数は少な

いが一定の利用が安定的にあると考えられる。 

Ｐ36 （3）路線別 1 便当たり年

間輸送人員 

○「有福線」が廃止となった

ため、「（Ｒ６年 3 月末

廃止）」の文言を挿入 

▶年間輸送人員を運行便数で除した１便当たり年間輸送人

員を路線別に比較すると、周布江津線が最も多く、次いで江

津川本線、有福線、大田江津線、波積線、江津市内線の

順となる。 

▶年間輸送人員を運行便数で除した１便当たり年間輸送人

員を路線別に比較すると、周布江津線が最も多く、次いで江

津川本線、有福線（R６年３月末廃止）、大田江津線、

波積線、江津市内線の順となる。 

P39 3-2-2  江 津 市 生 活 バ ス

（79 条） 

（1）江津市生活バスの変

遷 

○「江津有福線」が江津市

生活バスに加わったため、

「江津有福線」を追加 

◆表 15 江津市生活バス路線の変遷 

 

◆表 15 江津市生活バス路線の変遷 

Ｐ42  ○「有福線」が廃止となった

ため、「（Ｒ６年 3 月末

廃止）」の文言を挿入 

▶江津市の負担額を路線別にみると、江津川本線の負担額が

令和３年度に大幅に拡大し、周布江津線は大幅に減少し

ている。有福線、江津市内線、波積線、大田江津線につい

ては大きな変化は見られない。 

▶江津市の負担額を路線別にみると、江津川本線の負担額が

令和３年度に大幅に拡大し、周布江津線は大幅に減少し

ている。有福線（R６年３月末廃止）、江津市内線、波積

線、大田江津線については大きな変化は見られない。 

 

      三江線廃止 

定路線 デマンド

桜江地域 日浦線 ○ → → 廃止 -

坂本線 ○ → → 廃止 -

市山線 ○ → → → → → → → → → 月・火・木・金

三田地線 ○ → → → → → → → → → 月・木

今田線 ○ → → → → → → → → → 月・木

長戸路線 ○ → → → → → → → → → 火・金

谷線 ○ → → → → → → → → → 火・金

鹿賀線 ○ 新設 → → → → → → 月・木

下の原線 ○ 新設 → → → → → → 火・金

江尾線 ○ 新設 → → → → → 月・火・木・金

桜江中スクールバス ○ 廃止 -

長谷線 ○ 新設 → → → → → 月～土

長谷地域相乗りタクシー ○ 新設 → → → → → 火・木

スクールバス田津線 ○ 新設 → 廃止 -

江津有福線 ○ 新設 祝日を除く毎日

江津川平線 ○ 新設 → → → → → → 火・水・金

川戸線 ○ → → 廃止 -

生活路線代替バス ○ → → → → → → → → → 月～土

川平線 ○ → → → → → → → → → 火・金

松川波積線 ○ → → → → → → → → → 月・木

有福・千田線 ○ → → → → → → → → → 火・木

江津南・

松平地域

R1年度 R2年度 R3年度 運行日地域 路線名
種別

H28年度 H29年度 H30年度 R4年度 R5年度 R6年度
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（２）対象路線 

《江津市生活バス》 

○市山線〔川戸～応儀医院前〕 ／ 月曜日・火曜日・木曜日・金曜日運行 

○江尾線〔川戸～日和川橋〕 ／ 月曜日・火曜日・木曜日・金曜日運行 

○鹿賀線〔桜江総合センター～鹿賀団地〕 ／ 月曜日・木曜日運行 

○三田地線〔川戸～三田地上〕 ／ 月曜日・木曜日運行 

○今田線〔川戸～今田集会所前～応儀医院前〕 ／ 月曜日・木曜日運行 

○長戸路線〔桜江総合センター～長戸路集会所前〕 ／ 火曜日・金曜日運行 

○谷線〔桜江総合センター～上谷〕 ／ 火曜日・金曜日運行 

○下の原線〔桜江総合センター～下の原〕 ／ 火曜日・金曜日運行 

○江津川平線〔川平～ゆめタウン江津前〕 ／ 火曜日・水曜日・金曜日運行 

○川平線〔川平口バス停～後谷〕 ／ 火曜日・金曜日運行 ※デマンド型 

○松川・波積線〔川平～波積診療所前〕 ／ 月曜日・木曜日運行 ※デマンド型 

○有福・千田線〔跡市バス停留所～福田〕 ／ 火曜日・木曜日運行 ※デマンド型 

○長谷線（桜江中学校スクールバス）（川戸～風の館前）／ 月曜日から土曜日まで運行 

○生活路線代替バス（井沢峠～跡市）／ 月曜日から土曜日まで運行 

地域 移動目的 移動の傾向 対象となる公共交通 
利便性の評価 

往路 復路 

江津西 

通院 
○地域内と江津中央への移動 
○西部は浜田市にも移動 有福線、周布江津線 

JR 山陰本線 
○ ○ 

買物 
○地域内でほぼ完結 
○江津中央にも移動 

江津中央 

通院 
○地域内でほぼ完結 

○西部は江津西・浜田市にも移動 
〃 ○ ○ 

買物 
○地域内でほぼ完結 
○西部は江津西にも移動 

江津東 

通院 
○ある程度地域内で完結 
○江津中央にも移動 大田江津線 

JR 山陰本線 
△ △ 

買物 
○主に江津中央に移動 

○江津西にも若干移動 

江津南 

通院 
○主に江津西・江津中央に移動 
○浜田市にもある程度移動 

有福線 × × 
買物 

○主に江津西に移動 
○江津中央にも移動 

松平 

通院 
○主に江津中央に移動 

○一部江津東・浜田市にも移動 
江津川本線 ○ △ 

買物 
○主に江津中央に移動 
○江津西・江津東にも若干移動 

桜江 

通院 
○ある程度地域内で完結 
○江津中央や浜田市にも移動 

〃 × × 
買物 

○ある程度地域内で完結 
○江津中央や川本町にも移動 

 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

P45 3-4-1 バス運賃割引制度 

（２）対象路線 

○江津市生活バスに「江津

有福線」が追加されたこと

により、バス運賃割引制

度の対象路線に「江津有

福線」を追加 

 

 

 

P48 3-5-2 地域移動利便性の

評価 

○本文の文言を挿入 

 

○「有福線」の表記を「江津

有福線」に修正 

 

○「江津有福線」の 79 条化

に伴い「生活路線代替バ

ス」や「JR 山陰本線」との

接続が改善されたこと等に

より、「江津南」の利便性

の評価が「×」から「△」に

修正 

 

 

 

 

 

 

◆表 18 地域別通院・買物移動の傾向と公共交通による地

域間移動の利便性評価 

 

▶各地域から中心部にある済生会病院やゆめタウン、Ａコープ

等へ公共交通で出かけた場合の利便性を、到着時間、滞在

時間、帰宅時間、便の選択肢の数、他の交通との接続など

を基に検証すると以下のようになる。 

 

◆表 18 地域別通院・買物移動の傾向と公共交通による地

域間移動の利便性評価 

 

（２）対象路線 

《江津市生活バス》 

  ○江津有福線（有福温泉～江津駅前）／ 毎日運行 

○市山線〔川戸～応儀医院前〕 ／ 月曜日・火曜日・木曜日・金曜日運行 

○江尾線〔川戸～日和川橋〕 ／ 月曜日・火曜日・木曜日・金曜日運行 

○鹿賀線〔桜江総合センター～鹿賀団地〕 ／ 月曜日・木曜日運行 

○三田地線〔川戸～三田地上〕 ／ 月曜日・木曜日運行 

○今田線〔川戸～今田集会所前～応儀医院前〕 ／ 月曜日・木曜日運行 

○長戸路線〔桜江総合センター～長戸路集会所前〕 ／ 火曜日・金曜日運行 

○谷線〔桜江総合センター～上谷〕 ／ 火曜日・金曜日運行 

○下の原線〔桜江総合センター～下の原〕 ／ 火曜日・金曜日運行 

○江津川平線〔川平～ゆめタウン江津前〕 ／ 火曜日・水曜日・金曜日運行 

○川平線〔川平口バス停～後谷〕 ／ 火曜日・金曜日運行 ※デマンド型 

○松川・波積線〔川平～波積診療所前〕 ／ 月曜日・木曜日運行 ※デマンド型 

○有福・千田線〔跡市バス停留所～福田〕 ／ 火曜日・木曜日運行 ※デマンド型 

○長谷線（桜江中学校スクールバス）（川戸～風の館前）／ 月曜日から土曜日まで運行 

○生活路線代替バス（井沢峠～跡市）／ 月曜日から土曜日まで運行 

 

地域 移動目的 移動の傾向 
検証の対象とした 
主な公共交通 

利便性の評価 

往路 復路 

江津西 

通院 
○地域内と江津中央への移動 
○西部は浜田市にも移動 JR 山陰本線 

周布江津線 
江津有福線 

○ ○ 
買物 

○地域内でほぼ完結 
○江津中央にも移動 

江津中央 

通院 
○地域内でほぼ完結 

○西部は江津西・浜田市にも移動 
〃 ○ ○ 

買物 
○地域内でほぼ完結 
○西部は江津西にも移動 

江津東 

通院 
○ある程度地域内で完結 
○江津中央にも移動 JR 山陰本線 

大田江津線 
 

△ △ 
買物 

○主に江津中央に移動 

○江津西にも若干移動 

江津南 

通院 
○主に江津西・江津中央に移動 
○浜田市にもある程度移動 

江津有福線 △ △ 
買物 

○主に江津西に移動 
○江津中央にも移動 

松平 

通院 
○主に江津中央に移動 

○一部江津東・浜田市にも移動 江津川本線 
江津川平線 

○ △ 
買物 

○主に江津中央に移動 
○江津西・江津東にも若干移動 

桜江 

通院 
○ある程度地域内で完結 
○江津中央や浜田市にも移動 

江津川本線 × × 
買物 

○ある程度地域内で完結 
○江津中央や川本町にも移動 
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江津 
東 

江津 
西 

江津 
南 

江津 
中央 

松平 桜江 

× × 

 
江津 
東 

江津 
西 

江津 
南 

江津 
中央 

松平 桜江 

× × × × 

位置 
付け 

路線名  
運行系統  

役割 確保・維持策 
起点 経過地 終点 

広
域
幹
線 

山陰本線 京都 江津市 幡生 県内外への広域移動を担う。 
交通事業者との協議により、 
一定の運行水準を確保す
る。 

有福線 周布 
有福温泉 

済生会病院 
江津駅前 

浜田市～江津市間の広域移動
と有福温泉へのアクセスを担う。
一部江津市内線と連動。 

地域公共交通確保維持事
業（幹線補助・車両購入費
補助）を活用し持続可能な
運行を目指す。 

周布 
江津線 

周布 西波子・済生会病院 温泉津温泉口 

浜田市～江津市間の広域移
動、江津西地域～江津市中心
市街地間移動を担う 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

周布 西波子・済生会病院 江津駅前 

地域公共交通確保維持事
業（幹線補助・車両購入費
補助）を活用し持続可能な
運行を目指す。 

江津 
川本線 

済生会病院 
（江津高校前） 

江津駅・川戸 石見川本 

江津市～川本町間の広域移
動、桜江・松平地域～江津市中
心市街地間移動、江津高校・江
津工業高校・島根中央高校への
通学を担う。 

地域公共交通確保維持事
業（幹線補助・車両購入費
補助）を活用し持続可能な
運行を目指す。 

波積線 

済生会病院 波積 大家 

江津市～大田市間の広域移
動、波積～江津市中心市街地
間移動を担う。 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

済生会病院 波積 大家回転場 

済生会病院 浅利駅口 波積 

大田 
江津線 

大田市立病院前 宅野口 道の駅サンピコ 

江津市～大田市間の広域移
動、江津東地域～江津市中心
市街地間移動を担う。 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

大田市立病院前 仁万駅前 済生会病院 

地域公共交通確保維持事
業（幹線補助・車両購入費
補助）を活用し持続可能な
運行を目指す。 

大田市立病院前 大田西中 道の駅サンピコ 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

大田ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 大田西中 道の駅サンピコ 

仁万駅前 大田西中 道の駅サンピコ 

地
域
内
幹

線 

江津 
市内線 

江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 
渡津地区～江津市中心市街地
間移動を担う。 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

 

位置 
付け 

路線名  
運行系統  

役割 確保・維持策 
起点 経過地 終点 

広
域
幹
線 

山陰本線 京都 江津市 幡生 県内外への広域移動を担う。 
交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

周布 
江津線 

周布 西波子・済生会病院 温泉津温泉口 

浜田市～江津市間の広域移
動、江津西地域～江津市中心
市街地間移動を担う 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

周布 西波子・済生会病院 江津駅前 

地域公共交通確保維持事
業（幹線補助・車両購入費
補助）を活用し持続可能な
運行を目指す。 

地
域
間
幹
線 

江津 
川本線 

済生会病院 
（江津高校前） 

江津駅・川戸 石見川本 

江津市～川本町間の広域移
動、桜江・松平地域～江津市中
心市街地間移動、江津高校・江
津工業高校・島根中央高校への
通学を担う。 

地域公共交通確保維持事
業（幹線補助・車両購入費
補助）を活用し持続可能な
運行を目指す。 

波積線 

済生会病院 波積 大家 

江津市～大田市間の広域移
動、波積～江津市中心市街地
間移動を担う。 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

済生会病院 波積 大家回転場 

済生会病院 浅利駅口 波積 

大田 
江津線 

大田市立病院前 宅野口 道の駅サンピコ 

江津市～大田市間の広域移
動、江津東地域～江津市中心
市街地間移動を担う。 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

大田市立病院前 仁万駅前 済生会病院 

地域公共交通確保維持事
業（幹線補助・車両購入費
補助）を活用し持続可能な
運行を目指す。 

大田市立病院前 大田西中 道の駅サンピコ 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

大田ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 大田西中 道の駅サンピコ 

仁万駅前 大田西中 道の駅サンピコ 

浜田路線 
（有福線） 

はまだお魚 
市場入口 

卸団地前 有福温泉 
有福線代替交通として、有福温
泉～浜田市街地間移動を担う。 

浜田市と協議の上、一定の
運行水準を確保する。 

地
域
内
幹
線 

江津 
市内線 

江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 
渡津地区～江津市中心市街地
間移動を担う。 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 

江津 
有福線 

有福温泉 都野津駅前 江津駅前 

有福線代替交通として江津南地
域～江津市中心市街地間移動
を担うと共に、有福温泉への観光
移動を担う。 

地域公共交通確保維持事
業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 

江津 
川平線 

川平 千金 ゆめタウン江津前 
平地域～中心市街地間移動を
担う。 

地域公共交通確保維持事
業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 

地
域
内
支
線 

生活路線代替バス 跡市 清見 井沢峠 
井沢～跡市間移動路線、江津
有福線との接続により江津市中
心市街地へのアクセスが可能。 

利用状況に応じ、一定の運
行水準を確保する。 

松川波積線 川平 上津井 波積診療所 
松川町～波積診療所間移動を
担う。 地域公共交通確保維持事

業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 川平線 後谷 奥谷 川平口 

川平地域内移動路線、江津川
本線、江津川平線との接続によ
り中心市街地へのアクセス可能。 

有福・千田 福田 堂庭 跡市バス停 
福田～跡市間移動路線、江津
有福線との接続により江津市中
心市街地へのアクセスが可能 

利用状況に応じて再編を検
討し、一定の運行水準を確
保する。 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

P48 3-5-2 地域移動利便性の

評価 

○評価の内容により図を修

正 

◆図 51 地域間移動利便性の評価 

 

◆図 51 地域間移動利便性の評価 

 

Ｐ59 第 4 章 基本的な方針と計

画の目標 

4-1 地域旅客運送サービ

スの役割 

4-1-1 運行系統の位置づ

け・役割 

○「浜田路線（有福線）」

を適正に位置付けるため、

「広域幹線」「地域内幹

線」「地域内支線」の枠組

みに「地域間幹線」を追

加して各路線の位置づけ

を変更 

※３自治体以上をまたがる

路線：広域幹線 

※２自治体をまたがる路

線：地域間幹線 

※市内の地域間を運行する

路線：地域内幹線 

※市内の地域内を運行する

路線：地域内支線 
 
○「浜田路線（有福線）」

を地域間幹線として位置

づける 
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地
域
内
幹
線 

江津 
市内線 

江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 
渡津地区～江津市中心市街地
間移動を担う。 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 

江津 
川平線 

川平 千金 ゆめタウン江津前 
平地域～中心市街地間移動を
担う。 

地域公共交通確保維持事
業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 

地
域
内
支
線 

生活路線代替バス 跡市 清見 井沢峠 
井沢～跡市間移動路線、有福
線との接続により江津市中心市
街地へのアクセスが可能。 

利用状況に応じ、一定の運
行水準を確保する。 

松川波積線 川平 上津井 波積診療所 
松川町～波積診療所間移動を
担う。 

地域公共交通確保維持事
業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 

川平線 後谷 奥谷 川平口 
川平地域内移動路線、江津川
本線、江津川平線との接続によ
り中心市街地へのアクセス可能。 

有福・千田 福田 堂庭 跡市バス停 
福田～跡市間移動路線、有福
線との接続により江津市中心市
街地へのアクセスが可能 

三田地線 川戸 三田地集会所前 三田地上 
三田地～桜江地域中心部間移
動を担う。 

利用状況に応じて再編を検
討し、一定の運行水準を確
保する。 

今田線 川戸 今田集会所前 応儀医院前 
今田～應儀医院、桜江地域中
心部間移動を担う。 

長戸路線 桜江総合センター 見水八幡宮前 長戸路集会所前 
長戸路～桜江地域中心部間移
動を担う。 

谷線 桜江総合センター 谷集会所前 上谷 
谷～桜江地域中心部間移動を
担う。 

下の原線 桜江総合センター 見水八幡宮前 下の原 
下の原～桜江地域中心部間移
動を担う。 

江尾線 川戸 市山 日和川橋 
江尾～桜江地域中心部間移動
を担う。 

鹿賀線 鹿賀団地 川越 
桜江 

総合センター 
鹿賀～桜江地域中心部間移動
を担う。 

地域公共交通確保維持事
業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 

市山線 川戸 小田下 応儀医院前 
市山～応儀医院、桜江地域中
心部間移動を担う。 

利用状況に応じ、一定の運
行水準を確保する。 

長谷線 川戸 江尾橋 風の館前 
長谷～桜江小学校、桜江中学
校、桜江地域中心部間移動を
担う。 

相乗りﾀｸｼｰ 川戸 - 長谷地域 
長谷～桜江地域中心間移動を
担う。 

引き続き運行を支援する。 

 

浜田市 大田市

川平

川戸

跡市

都野津

波積

川本町

JR山陰本線

大田江津線

江
津
有
福
線

江津川本線

周布江津線

江
津
川
平
線

有福・千田線

川平線

松川波積線

生活路線代替バス

長谷線

鹿賀線

三田地線

今田線
江尾線

市山線

相乗りタクシー 谷線

長戸路線

下
の
原
線

浅利

有
福
温
泉

井沢峠

風の国

應儀医院

日和川橋

後谷

福田

鹿
賀
団
地

三田地上

長尾橋

波
積
診
療
所
前

至
出
雲

至
益
田

下
の
原

長戸路集会所前

上谷

大田市
大家

嘉
戸
塩
田
口

江津市内線

波積線

浜
田
路
線
（
有
福
線
）

江津市
中心
市街地 温

泉
津
温
泉
口

広 域 幹 線

地域間幹線

地域内幹線

地域内支線

拠 点

区 域 運 行

浜田市 大田市
江津市
中心
市街地

川平

川戸

跡市

都野津

波積

川本町

JR山陰本線

大田江津線

有福線

江津川本線

周布江津線

江
津
川
平
線

有福・千田線
川平線

松川波積線

生活路線代替バス

長谷線

鹿賀線

三田地線

今田線
江尾線

市山線

相乗りタクシー 谷線

長戸路線

下
の
原
線

浅利

有福温泉

井沢峠

風の国

應儀医院

日和川橋

後谷

福田

鹿
賀
団
地

三田地上

長尾橋

波
積
診
療
所
前

至
出
雲

至
益
田

下
の
原

長戸路集会所前

上谷

大田市
大家

嘉
戸
塩
田
口

江津市内線

波積線

広 域 幹 線

地域内幹線

地域内支線

拠 点

区 域 運 行

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

Ｐ59 

～60 

第 4 章 基本的な方針と計

画の目標 

4-1 地域旅客運送サービ

スの役割 

4-1-1 運行系統の位置づ

け・役割 

○「江津有福線」を地域内

幹線として位置づける 

 

○「生活路線代替バス」の

役割の中の「有福線」を

「江津有福線」に修正 

 

○「有福・千田線」がフィーダ

ー補助の対象外となるた

め、「有福・千田線」のセ

ルの色を削除し、役割の

文言を「有福線」から「江

津有福線」に修正 

 

 

 

 

Ｐ60 第 4 章 基本的な方針と計

画の目標 

4-1 地域旅客運送サービ

スの役割 

4-1-1 運行系統の位置づ

け・役割 

○路線の位置づけの変更に

より図を修正 

◆図 64 江津市内の公共交通の位置づけ 

 

◆図 64 江津市内の公共交通の位置づけ 

 

地
域
内
幹
線 

江津 
市内線 

江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 
渡津地区～江津市中心市街地
間移動を担う。 

交通事業者と協議の上、一
定の運行水準を確保する。 

済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 

江津 
有福線 

有福温泉 都野津駅前 江津駅前 

有福線代替交通として江津南地
域～江津市中心市街地間移動
を担うと共に、有福温泉への観光
移動を担う。 

地域公共交通確保維持事
業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 

江津 
川平線 

川平 千金 ゆめタウン江津前 
平地域～中心市街地間移動を
担う。 

地域公共交通確保維持事
業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 

地
域
内
支
線 

生活路線代替バス 跡市 清見 井沢峠 
井沢～跡市間移動路線、江津
有福線との接続により江津市中
心市街地へのアクセスが可能。 

利用状況に応じ、一定の運
行水準を確保する。 

松川波積線 川平 上津井 波積診療所 
松川町～波積診療所間移動を
担う。 地域公共交通確保維持事

業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 川平線 後谷 奥谷 川平口 

川平地域内移動路線、江津川
本線、江津川平線との接続によ
り中心市街地へのアクセス可能。 

有福・千田 福田 堂庭 跡市バス停 
福田～跡市間移動路線、江津
有福線との接続により江津市中
心市街地へのアクセスが可能 

利用状況に応じて再編を検
討し、一定の運行水準を確
保する。 

三田地線 川戸 三田地集会所前 三田地上 
三田地～桜江地域中心部間移
動を担う。 

今田線 川戸 今田集会所前 応儀医院前 
今田～應儀医院、桜江地域中
心部間移動を担う。 

長戸路線 桜江総合センター 見水八幡宮前 長戸路集会所前 
長戸路～桜江地域中心部間移
動を担う。 

谷線 桜江総合センター 谷集会所前 上谷 
谷～桜江地域中心部間移動を
担う。 

下の原線 桜江総合センター 見水八幡宮前 下の原 
下の原～桜江地域中心部間移
動を担う。 

江尾線 川戸 市山 日和川橋 
江尾～桜江地域中心部間移動
を担う。 

鹿賀線 鹿賀団地 川越 
桜江 

総合センター 
鹿賀～桜江地域中心部間移動
を担う。 

地域公共交通確保維持事
業（フィーダー補助）を活用
し持続可能な運行を目指
す。 

市山線 川戸 小田下 応儀医院前 
市山～応儀医院、桜江地域中
心部間移動を担う。 

利用状況に応じ、一定の運
行水準を確保する。 

長谷線 川戸 江尾橋 風の館前 
長谷～桜江小学校、桜江中学
校、桜江地域中心部間移動を
担う。 

相乗りﾀｸｼｰ 川戸 - 長谷地域 
長谷～桜江地域中心間移動を
担う。 

引き続き運行を支援する。 
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頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

Ｐ61 第 4 章 基本的な方針と計

画の目標 

4-1 地域旅客運送サービ

スの役割 

4-1-1 運行系統の位置づ

け・役割 

○「有福線」が「江津有福

線」と「浜田路線（有福

線）」に変更となったため

図を修正 

◆図 65 市内バス路線の系統 ◆図 65 市内バス路線の系統 

 

Ｐ62 4-1-2 地域公共交通確

保維持事業の必要性 

（１）有福線 

○「有福線」の記述を削除 ▶補助対象系統：周布～有福温泉・済生会病院～江津駅

前 【地域間幹線系統補助】 

▶江津市～浜田市間の通勤・通学・通院のほか、江津南地域

と江津市中心市街地を結ぶ重要な路線となっている。また、

観光面においても有福温泉にアクセスするための唯一のバス

路線として機能している。 

▶江津市や交通事業者の運営努力だけでは路線の維持が難

しいのが現状であり、地域公共交通確保維持事業により今

後も運行を確保・維持する必要がある。 

- 

Ｐ62 4-1-2 地域公共交通確

保維持事業の必要性 

（５）江津有福線 

○「江津有福線」の必要性

を挿入 

- （５）江津有福線 

▶補助対象系統：有福温泉～都野津駅前～江津駅前 

【地域内フィーダー系統補助】 

▶有福温泉と江津駅前間を結ぶこの路線は、幹線系統補助を

受けていた有福線の代替交通として、跡市・有福温泉地区

等から江津市中心部への通勤・通学・通院・買物移動を担う

重要な路線である。 

▶有福線の代替交通として令和６年４月より運行開始の予

定であり、地域公共交通確保維持事業により引き続き運行

を確保・維持する必要がある。 
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路線名  
運行系統  事業許可 

区分 
運行態様 

実施主体 
《運行委託先》 

補助事業 
の活用 起点 経過地 終点 

有福線 周布 
有福温泉 

済生会病院 
江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

江津 
市内線 

江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

周布 
江津線 

周布 西波子・済生会病院 温泉津温泉口 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

周布 西波子・済生会病院 江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

周布 西波子・沖田クリニック 江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

周布 
はまだお魚市場 
済生会病院 

江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

周布 
はまだお魚市場 
沖田クリニック 
済生会病院 

江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

江津 
川本線 

済生会病院 江津駅・川戸 石見川本 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

江津高校前 済生会･江津駅・川戸 石見川本 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

波積線 

済生会病院 波積 大家 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

済生会病院 波積 大家回転場 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

済生会病院 浅利駅口 波積 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

大田 
江津線 

大田市立病院前 宅野口 道の駅サンピコ 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

大田市立病院前 仁万駅前 済生会病院 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

大田市立病院前 大田西中 道の駅サンピコ 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

大田ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 大田西中 道の駅サンピコ 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

仁万駅前 大田西中 道の駅サンピコ 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

生活路線 
代替バス 

跡市 清見 井沢峠 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《㈲後山工務店》 
なし 

江津 
川平線 

川平 江津本町 ゆめタウン江津前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《㈲浅利タクシー》 
フィーダー補助 

松川 
波積線 

川平 - 波積診療所前 
79 条 
デマンド 

区域運行 
江津市 

《㈲浅利タクシー》 
フィーダー補助 

川平線 川平口 - 後谷 
79 条 
デマンド 

区域運行 
江津市 

《㈲浅利タクシー》 
フィーダー補助 

有福・千田 福田 - 跡市バス停留所 
79 条 
デマンド 

区域運行 
江津市 

《㈲後山工務店》 
フィーダー補助 

三田地線 川戸 三田地集会所前 三田地上 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

今田線 川戸 今田集会所前 応儀医院前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

長戸路線 桜江総合センター 見水八幡宮前 長戸路集会所前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

谷線 桜江総合センター 谷集会所前 上谷 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

下の原線 桜江総合センター 見水八幡宮前 下の原 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

江尾線 川戸 市山 日和川橋 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

鹿賀線 桜江総合センター 川越 鹿賀団地 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
フィーダー補助 

市山線 川戸 小田下 応儀医院前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

長谷線 
(ｽｸｰﾙ) 

川戸 江尾橋 風の館前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《森下建設㈱》 
なし 

相乗りﾀｸｼｰ 川戸 - 長谷地域 
79 条 
デマンド 

区域運行 
長谷地域ｺﾐｭﾆﾃｨ 

交流センター 
なし 

 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

Ｐ63 4-1-2 地域公共交通確

保維持事業の必要性 

（８）有福・千田線 

○「有福・千田線」が補助対

象からはずれたため、「有

福・千田線」を削除 

▶補助対象系統：福田～跡市バス停留所 【地域内フィーダ

ー系統補助】 

▶この路線は、公共交通空白地域であった有福温泉町、千田

町の住民が有福線に乗り換えて、江津市の中心市街地に出

るためのフィーダー路線で、基軸を定めたデマンド型の区域運

行を行っている。 

▶需要量に応じ週 2 日（火曜日・木曜日）、１日１往復の

ダイヤを設定しているが、江津市の運営努力だけでは路線の

維持が難しいため、地域公共交通確保維持事業により引き

続き運行を確保・維持する必要がある。 

- 

Ｐ64 4-1-2 地域公共交通確

保維持事業の必要性 

 

○「有福線」の記述を削除 

 

○「江津有福線」の記述を

挿入 

 

○「有福・千田線」のフィーダ

ー補助を削除 

 

○「浜田路線（有福線）」

の記述を挿入 

 

 

◆表 28 江津市内のバス路線の系統 

 

◆表 28 江津市内のバス路線の系統 

 

 
路線名  

運行系統  事業許可 
区分 

運行態様 
実施主体 

《運行委託先》 

補助事業 
の活用 起点 経過地 終点 

江津 
市内線 

江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

周布 
江津線 

周布 西波子・済生会病院 温泉津温泉口 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

周布 西波子・済生会病院 江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

周布 西波子・沖田クリニック 江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

周布 
はまだお魚市場 
済生会病院 

江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

周布 
はまだお魚市場 

沖田クリニック・済生会病院 
江津駅前 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

江津 
川本線 

済生会病院 江津駅・川戸 石見川本 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

江津高校前 済生会･江津駅・川戸 石見川本 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

波積線 

済生会病院 波積 大家 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

済生会病院 波積 大家回転場 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

済生会病院 浅利駅口 波積 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

大田 
江津線 

大田市立病院前 宅野口 道の駅サンピコ 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

大田市立病院前 仁万駅前 済生会病院 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ 幹線補助 

大田市立病院前 大田西中 道の駅サンピコ 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

大田ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 大田西中 道の駅サンピコ 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

仁万駅前 大田西中 道の駅サンピコ 4 条乗合 路線定期運行 石見交通㈱ なし 

江津 
有福線 

有福温泉 都野津駅前 江津駅前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
フィーダー補助 

生活路線 
代替バス 

跡市 清見 井沢峠 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《㈲後山工務店》 
なし 

江津 
川平線 

川平 江津本町 ゆめタウン江津前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《㈲浅利タクシー》 
フィーダー補助 

松川 
波積線 

川平 - 波積診療所前 
79 条 
デマンド 

区域運行 
江津市 

《㈲浅利タクシー》 
フィーダー補助 

川平線 川平口 - 後谷 
79 条 
デマンド 

区域運行 
江津市 

《㈲浅利タクシー》 
フィーダー補助 

有福・千田 福田 - 跡市バス停留所 
79 条 
デマンド 

区域運行 
江津市 

《㈲後山工務店》 
なし 

三田地線 川戸 三田地集会所前 三田地上 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

今田線 川戸 今田集会所前 応儀医院前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

長戸路線 桜江総合センター 見水八幡宮前 長戸路集会所前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

谷線 桜江総合センター 谷集会所前 上谷 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

下の原線 桜江総合センター 見水八幡宮前 下の原 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

江尾線 川戸 市山 日和川橋 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

鹿賀線 桜江総合センター 川越 鹿賀団地 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
フィーダー補助 

市山線 川戸 小田下 応儀医院前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《K-サポート㈱》 
なし 

長谷線 
(ｽｸｰﾙ) 

川戸 江尾橋 風の館前 79 条乗合 路線定期運行 
江津市 

《森下建設㈱》 
なし 

長谷地域 
相乗りﾀｸｼｰ 

川戸 - 長谷地域 
79 条 
デマンド 

区域運行 
長谷地域ｺﾐｭﾆﾃｨ 

交流センター 
なし 

        

浜田路線 
（有福線） 

はまだお魚 
市場入口 

卸団地前 有福温泉 79 条乗合 路線定期運行 
浜田市 

《㈱From ハート》 
なし 
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評価指標 4 条バス路線の年間輸送人員、収支率、江津市の年間負担額 

算出方法 毎年度（10 月 1 日～9 月 30 日）交通事業者から出される資料 

現 状 値 

 

▶年間輸送人員：165,549 人 

▶収支率： 53.7％（平均値） 

▶江津市負担額：28,112 千円 

 

算出根拠（令和 4 度） 

路線 起点 経過地 終点 
年間輸送人員 

（人） 
収支率 

江津市負担額
（千円） 

有福 周布 浜田商港・有福温泉・済生会病院 江津駅前 24,381 50.6% 6,111 

有福 江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 398 6.2% 802 

有福 済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 398 8.6% 1,128 

周布江津 周布 浜田商港・西波子・済生会・サンピコ 温泉津温泉口 4,064 27.3% 1,518 

周布江津 周布 浜田商港・西波子・済生会病院 江津駅前 28,756 73.6% 

972 
周布江津 周布 浜田商港・沖田クリニック・済生会病院 江津駅前 2,959 66.8% 

周布江津 周布 浜田商港・はまだお魚市場・済生会病院 江津駅前 36,439 79.1% 

周布江津 周布 浜田商港・はまだお魚市場・沖田クリニック・済生会病院 江津駅前 22,122 75.7% 

江津川本 済生会病院 江津駅・川戸 石見川本 18,564 26.3% 
9,225 

江津川本 江津高校前 済生会病院・江津駅・川戸 石見川本 7,573 38.5% 

波積 済生会病院 波積・太田 大家 430 11.4% 967 

波積 済生会病院 波積・太田 大家回転場 2,990 20.5% 2,956 

波積 済生会病院 浅利駅口 波積 1,166 9.0% 4,118 

大田江津 大田市立病院前 ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ・宅野口・大田西中 道の駅サンピコ 328 51.1% 55 

大田江津 大田市立病院前 宅野口・大田西中・温泉津駅前 済生会病院前 13,409 73.3% -  

大田江津 大田市立病院前 ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ・宅野港前・大田西中 道の駅サンピコ 1,164 54.9% 119 

大田江津 大田バスセンター 宅野港前・大田西中・仁万駅前 道の駅サンピコ 45 11.5% 95 

大田江津 仁万駅前 大田西中・温泉津駅前 道の駅サンピコ 363 58.9% 46 

4 条路線バス合計・平均（R3 10  ～R4 9 の値） 165,549 53.7% 28,112 

※年間輸送人員は隣接市町と按分した江津市の数値 

※クリーム色のセルは国庫補助路線 

目 標 値 

▶年間輸送人員：200,000 人（コロナ禍前の水準） 

▶収支率： 53.7％（平均値） 

▶江津市負担額：28,112 千円 

 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

Ｐ82 第６章 計画の推進と達成

状況の評価 

6-1 指標の数値目標と算

出方法 

6-1-1 目標①：広域移

動軸・拠点間移動軸の継続

的な確保 

○「有福線」が廃止となった

ため、算出根拠から「有福

線」を削除して現状値、

目標値を算出 

 

○令和元年度の数値を参

考資料として追加 

 

 

 

参考（令和元年度数値）

項目 数値

年間輸送人員 175,165

収支率 51.70%

江津市負担額 23,991千円

※有福線を除く数値

評価指標 4 条バス路線の年間輸送人員、収支率、江津市の年間負担額 

算出方法 毎年度（10 月 1 日～9 月 30 日）交通事業者から出される資料 

現 状 値 

 

▶年間輸送人員：141,168 人 

▶収支率： 54.4%（平均値） 

▶江津市負担額：22,001 千円 

 

表 1 算出根拠（令和 4 年度） 

路線 起点 経過地 終点 
年間輸送人員 

（人） 
収支率 

江津市負担額 

（千円） 

江津市内 江津駅前 大橋東詰 嘉戸塩田口 398 6.2% 802 

江津市内 済生会病院 江津駅前 嘉戸塩田口 398 8.6% 1,128 

周布江津 周布 浜田商港・西波子・済生会・サンピコ 温泉津温泉口 4,064 27.3% 1,518 

周布江津 周布 浜田商港・西波子・済生会病院 江津駅前 28,756 73.6% 

972 
周布江津 周布 浜田商港・沖田クリニック・済生会病院 江津駅前 2,959 66.8% 

周布江津 周布 浜田商港・はまだお魚市場・済生会病院 江津駅前 36,439 79.1% 

周布江津 周布 浜田商港・はまだお魚市場・沖田クリニック・済生会病院 江津駅前 22,122 75.7% 

江津川本 済生会病院前 江津駅・川戸 石見川本 18,564 26.3% 
9,225 

江津川本 江津高校前 済生会病院・江津駅・川戸 石見川本 7,573 38.5% 

波積 済生会病院 波積・太田 大家 430 11.4% 967 

波積 済生会病院 波積・太田 大家回転場 2,990 20.5% 2,956 

波積 済生会病院 浅利駅口 波積 1,166 9.0% 4,118 

大田江津 大田市立病院前 ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ・宅野口・大田西中 道の駅サンピコ 328 51.1% 55 

大田江津 大田市立病院前 宅野口・大田西中・温泉津駅前 済生会病院前 13,409 73.3% -  

大田江津 大田市立病院前 ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ・宅野港前・大田西中 道の駅サンピコ 1,164 54.9% 119 

大田江津 大田バスセンター 宅野港前・大田西中・仁万駅前 道の駅サンピコ 45 11.5% 95 

大田江津 仁万駅前 大田西中・温泉津駅前 道の駅サンピコ 363 58.9% 46 

4条路線バス合計・平均（R3 10 ～R4 9 の値） 141,168 54.4% 22,001 

※年間輸送人員は隣接市町と按分した江津市の数値 

※クリーム色のセルは国庫補助路線 

目 標 値 

▶年間輸送人員：175,000 人（コロナ禍前の水準） 

▶収支率： 54.4％（平均値） 

▶江津市負担額：22,001 千円 

 

表   算出根拠（令和4 度） 
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評価指標 江津市生活バスの年間輸送人員、収支率、江津市の年間負担額 

算出方法 
年間利用者数：毎年度（4 月 1 日～3 月 31 日）市で取りまとめる資料 

収支率・江津市負担額：毎年度（10 月 1 日～9 月 30 日）市で取りまとめる資料 

現 状 値 

 

▶年間輸送人員：3,335 人 

▶収支率：5.8%（平均値） 

▶江津市負担額：12,474 千円 

 

算出根拠（令和 3 度） 

路線 起点 経過地 終点 
年間利用者数 

（人） 
収支率 

江津市負担額

（千円） 

生活路線代替バス  井沢峠 清見 跡市 400 5.3% 1,457 

江津川平線 川平 千金 ゆめタウン江津前 1,188 6.8% 3,958 

松川・波積線 川平 - 波積診療所前 230 17.4% 185 

川平線 川平口 - 後谷 231 2.5% 783 

有福千田線 跡市バス停留所 - 福田 34 0.0％ 0 

三田地線 川戸 清光苑入口 三田地上 21 2.1% 206 

今田線 川戸 今田集会所前 応儀医院 135 6.1% 369 

長戸路線 桜江総合センター 見水山八幡宮前 長戸路集会所前 4 0.2% 577 

谷線 桜江総合センター 下谷 上谷 68 3.7% 346 

下の原線 下の原 見水山八幡宮前 桜江総合センター 24 2.1% 201 

江尾線 日和川橋 市山 川戸 414 14.8% 526 

鹿賀線 桜江総合センター 田津 應儀医院前 95 2.3% 2,007 

市山線 川戸 小田 應儀医院前 284 6.0% 1,118 

長谷線 風の館前 市山 川戸 207 10.2% 741 

79条生活バス合計・平均 3,335 5.8% 12,474 

※年間利用者数は令和 3 年 4 月～令和 4 年度 3 月の数値 

※収支率・江津市負担額は令和 2 年 10 月～令和 3 年 9 月の数値 

※クリーム色のセルは国庫補助路線 

目 標 値 

▶年間輸送人員：3,335 人（令和 3 年度現状維持） 

▶収支率：5.8%（令和 3 年度現状維持） 

▶江津市負担額：12,474 千円（令和 3 年度現状維持） 

 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

Ｐ83 6-1-2 目標②：地域内

移動手段の継続的な確保 

○江津市生活バスに「江津

有福線」が追加になったた

め現状値、目標値を修正 

  

 

 

評価指標 江津市生活バスの年間輸送人員、収支率、江津市の年間負担額 

算出方法 
年間利用者数：毎年度（4 月 1 日～3 月 31 日）市で取りまとめる資料 

収支率・江津市負担額：毎年度（10 月 1 日～9 月 30 日）市で取りまとめる資料 

現 状 値 

 

▶年間輸送人員：6,845 人 

▶収支率：5.1 %（平均値） 

▶江津市負担額：26,166 千円 

 

表 1 算出根拠（令和 3 年度） 

路線 起点 経過地 終点 
年間利用者数 

（人） 
収支率 

江津市負担額 

（千円） 

江津有福線 有福温泉 都野津駅前 江津駅前 3,510 4.4% 13,692 

生活路線代替バス  井沢峠 清見 跡市 400 5.3% 1,457 

江津川平線 川平 千金 ゆめタウン江津前 1,188 6.8% 3,958 

松川・波積線 川平 - 波積診療所前 230 17.4% 185 

川平線 川平口 - 後谷 231 2.5% 783 

有福・千田線 跡市バス停留所 - 福田 34 0.0% 0 

三田地線 川戸 清光苑入口 三田地上 21 2.1% 206 

今田線 川戸 今田集会所前 応儀医院 135 6.1% 369 

長戸路線 桜江総合センター 見水山八幡宮前 長戸路集会所前 4 0.2% 577 

谷線 桜江総合センター 下谷 上谷 68 3.7% 346 

下の原線 下の原 見水山八幡宮前 桜江総合センター 24 2.1% 201 

江尾線 日和川橋 市山 川戸 414 14.8% 526 

鹿賀線 桜江総合センター 田津 應儀医院前 95 2.3% 2,007 

市山線 川戸 小田 應儀医院前 284 6.0% 1,118 

長谷線 風の館前 市山 川戸 207 10.2% 741 

79条生活バス合計・平均  6,845 5.1% 26,166 

※年間利用者数は令和 3 年 4 月～令和 4 年度 3 月の数値（江津有福線以外） 

※江津有福線の年間利用者数、収支率、江津市負担額は試算の数値 

※収支率・江津市負担額は令和 2 年 10 月～令和 3 年 9 月の数値（江津有福線を除く） 

※クリーム色のセルは国庫補助路線 

目 標 値 

▶年間輸送人員：6,845 人（令和 3 年度現状維持） 

▶収支率：5.1 %（令和 3 年度現状維持） 

▶江津市負担額：26,166 千円（令和 3 年度現状維持） 
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2023 年 2024 年 2025 年 2026 年 2027 年 2028 年 

令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 令和 10 年 

計画期間 初年度 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目  

次期計画    各種調査 
次期計画 

策定 
初年度 

見
直
し
サ
イ
ク
ル 

①PLAN    
一部見直し 

検討 

次期計画への 

反映 
 

②DO 事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 

③CHECK 
評価指標の 

チェック 

評価指標の 

チェック 
全般的評価 

評価指標の 

チェック 

評価指標の 

チェック 

評価指標の 

チェック 

④ACT 推進・改善 推進・改善 
必要に応じて 

一部見直し 
推進・改善 推進 推進・改善 

 

中間評価 最終評価 

頁 項 目 修正理由 令和４年度策定計画 今年度策定計画 

P88 6-3 PDCA サイクルによる

評価・検証 

○計画の初年度となる令和

5 年に一部改訂となったた

め、その記述を追加 

◆表 38 事業進捗状況の評価・見直しサイクル 

 

◆表 38 事業進捗状況の評価・見直しサイクル 

 

 

 
 

 

 
2023 年 2024 年 2025 年 2026 年 2027 年 2028 年 

令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 令和 9 年 令和 10 年 

計画期間 初年度 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目  

次期計画    各種調査 
次期計画 

策定 
初年度 

見
直
し
サ
イ
ク
ル 

①PLAN （一部改訂）   
一部見直し 

検討 

次期計画への 

反映 
 

②DO 事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 

③CHECK 
評価指標の 

チェック 

評価指標の 

チェック 
全般的評価 

評価指標の 

チェック 

評価指標の 

チェック 

評価指標の 

チェック 

④ACT 推進・改善 推進・改善 
必要に応じて 

一部見直し 
推進・改善 推進 推進・改善 

 

中間評価 最終評価 


